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      ブ リオ ・コル タ サ ル の世 界I
         EI mundo de Julio Cort痙ar‐1
                   木  村  栄  一・
 今世紀v°入 って小説の危機が叫ぼれた りした が,そ の場合の危機 とはおそ
らく,十 九世紀 中葉か ら今世紀初葉 にか けて次 々と現われ た偉大 な小説家た
ちの作品に くらべ て,現 代作家の小説が 質量 ともに劣 り,こ のままでは文学
上 の ジャ ンル と しての小説 が消滅す るのでは ないか,と い う意味の言葉 なの
だ ろ う。一 方 また,文 芸批 評の 目をみは るばか りの進歩や,作 家 自身が 自分
の書 く小説 に対す る批評意 識に 目ざめて いるところか ら,今 世紀は批 評の時
                                (1)
代 ともいわ れ る。 とまれ 「小説 とは,本 質的V',方 法論を模索す る芸術」 で
                        (2)
あ る とすれ ぽ,ま た小説が,1948年 以降 「変幻自在 の神」 と して さまざまに
姿 を変 えつ つ,ま す ます緻密 で先鋭 な方法論を備xる よ うになってい るのだ
とすれば,小 説に対 す る上記の よ うな意見 も,小 説 自体 が大 きく変容 してい
る ことのひ とつ の証 ともとれ よ う。 しか し,い ずれに して も,小 説は この先
どうな るのだ ろ うか とい う不安 と期待は残 されてい るわ けだ が,そ うした中
に あ って,近 年次 々 と問題作を発表 し江湖 の注 目を集め ているラテ ン ・ア メ
リカの現代作家たち は小 説に新たな可能性を開 くものと して期待 され てい る。
広大 な地域V'ま たが るラテ ン ・ア メ リカ諸国の作家 たちは,数 に して も大変
な ものでいちいち列挙す る ことは差 し控え るが,本 稿で と りあげ るブ リオ ・
コル タサ ルJulio Cort痙arカ ミそ の代表的作家のひと りであ ることはよ く知 ら
(1) 三島由紀夫r三 島由紀夫文学論集』66頁(講 談社。昭和45年)
(2) R.M.ア ルベレスr現 代小説の歴史』新庄嘉章,平 岡篤頼訳(新 潮社。1965年)こ の中で,
 作者は1948年以後の小説にあてた第三部に 「小説というこの変幻自在の神」というタイhル を
 つけている。
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れてい る。 彼の代表作 『石け り』Rayuela(1963年)は 二十世紀 文学の一大収
穫であ るとい う評言 さx聞 かれ,ま た一方 では,ボ ルヘスJorge Luis Borges
の次代を荷 な う短編小説の鬼才 として も著名 であ る。 本稿 では数回にわ た っ
て彼の作品 を取 り上げ てゆ くつ も りだが,そ れに よって彼の文学世界 が少 し
で も明 らかに なれぽ と願 ってい る。本論に入 る前V',現 代 ラテ ン ・ア メ リカ
文学 の概括的 な展望 と,コ ルタサルの伝記Y'少 し触れ て,序 に代え るこ とに
す る。
        (3)
 ラテ ン ・アメ リカとい うのは地域的 な総称 で,メ キ シコか らアルゼ ンチ ン,
つま り北半球か ら南極 圏に お よぶ広大な地域を指す。そ こY'は 二十数 力国の
独立国があ り,我 々がラテ ン ・アメ リカとい う時,そ れ らをひ とつの集合体
とみな してい るわけであ る。 しか し,そ れ らの国 々は独立 してか らす でに一
世紀半以上の歴史をもち,自 然環境 も千差 万別な ら,人 種構成 も多様であ る。
それゆx,文 学作品の性格 も多種多様 で,実 際にいろい ろな作 品を読み くら
べてみ ると,ラ テ ン ・ア メ リカ文学な り,イ スパ ノア メ リカ文 学 とい う名称
が具体的にはいったいなにを指 しているのだろ うか と誇 しく思 われ るこ とが
ある。 だか ら,ラ ファエル ・コンテRafael Conteの こQμ6 relaci6n existe,
                              (4)
por ejemplo, entre la narrativa de Borges y la de Carlos Fuentes?(た とえ
ば,ボ ルヘスの物語 とカル ロス ・フ ェンテスの物語 との間には いった い どの
ようなつ なが りがあるのだろ うか 。) とい う否定 的な問いかけ もゆ えな きこ
とではない。 コンテはそのあ とで,イ スパ ノア メ リカのあ る国 な り,あ る特
定 の地域 の作家た ちの間V'親 近性が見 られ る ことを指摘 しなが らも,そ れぞ
れの国の文学をひ とつに結び合わせ るふたつ の特徴 として言葉 と歴 史的 背景
(3)い わゆる中南米諸国を総称的に指す時,→ 投にスペイソ語ではLat匤・am駻icaも しくは
 Iber・am驕Eicaという言葉が用いられ,特 にスペイン系の国々だけを総称的に指す時はHispan・・
 am6・icaという言葉が用いられる。日本ではラテソ・アメリカという名称が普通に用いられる
 ので,本 稿でもそれに従っているが,特 にスペイソ系の国々を指す時はイスパノァメリカとい
 う名称を用いることにする。
(4) Rafael Conte:Lenguaje y violencia. Introducci? a la nueva narrativa hispanoamericana.
 p.17,Madrid, AI-Borak S. A.,1972.
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をあげ,そ れ ぞれの国 の文 学は独 自の個性を失な うことな く,全 体 としてイ
                      (5)
スパ ノア メ リカの小説を形成 していると述べてい る。 とまれ,イ スパ ノア メ
リカの現代 小説についてな に ごとか述べ よ うとす る時は,そ れを巨視的な視
野の うちにお さめ よ うとしてい るわけだか ら,ど こかに多少 の無理が生 じて
くることは止むをえないだ ろ う。
                    (6)
 さて,そ こで,イ スパ ノア メ リカの現代小説はいったい どこか ら始まるの
か とい う問題 が出て くる。 ここにもいろいろ と論議 があ るよ うだが,い ずれ
に して も,イ スパ ノア メ リカは十五世紀末か ら十九 世紀初めにかけてはスペ
イ ンの植民地 であ り,そ の統治下にあ った。十八世 紀後半に,フ ランスか ら
啓 蒙思想や 自由主義思想が伝わ り,さ らにア メ リカ合衆国の独立やフ ランス
革 命の影響 に よって,イ スパ ノアメ リカに独立の気運が高 ま り,十 九世紀に
入 ると続 々と独 立 してゆ く。独立後,イ スパ ノア メリカの諸国は,フ ラ ンス
を中心に ヨー ロ ッパか らあ りとあらゆ るものを学び取 ってゆ くが,文 化 ・文
学 について も例 外ではなか った。歴史の重 みをそ なえたす ぐれ て高度 な旧大
陸 の文化は,独 立 して間 もない若い諸国に とっては,目 ざす べ き目標,到 達
す べ き理想 と して どこまで も高 くそびえていた。そ の事情 は二十世紀にいた
るまで大 き く変 る ことはなか った し,現 代で もまだ なお ヨーロッパか ら多 く
の ものを学び取 ってい ることは否定で きない。そ うした 中で,十 九世紀末の
詩 の運動であ るく近代派>Modernismoは イスパ ノアメ リカ独 自の詩を生み
出 し,文 学史上 に特筆すべ き一ペ ージを画 してお り,例 外的 な現象 といえ る。
しか し,そ れ も当初 はフラ ンスのパルナシア ンやサ ンボ リズ ムの影響下で育
まれ,後 にそれへ の否定 を挺子に してイスパ ノアメ リカ独 自の詩の運動へ と
発 展 した もの であ るし,ル ベ ン ・ダ リーオRub駭 Dar卲と い う天才をぬ き
に しては考 え られ ない ものであ った。
 ともあれ.イ スパ ノア メ リカの新 しい小説の出発点Y'つ い て考え よ うとす
(5) R.Qonte:op. cit., p.1720.
(6)一 般に,イ スパノアメリカの現代小説はNueva n・vela(新しい小説)と 呼ばれるので,以
 下それに従う。
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れ ば,二 十 世 紀 に 入 っ て か ら 新 ・旧 両 大 陸 に 起 こ っ た 歴 史 的 大 事 件 に 目 を む
け な け れ ぽ い け な い だ ろ う。 つ ま り,新 大 陸 で は1910年 代Y'メ キ シ コ革 命 が
起 こ り,旧 大 陸 で は1914年 の 第 一 次 世 界 大 戦 か ら,ロ シ ア 革 命,ス ペ イ ン市
民 戦 争.第 二 次 世 界 大 戦 と動 乱 と 殺 識 の 時 代 が 相 次 い で 起 こ る 。
 特 定 の イ デ オ ロギ ー も,強 力 な 指 導 者 も な しV',民 衆 の 中 か ら湧 き 上 が っ
た 稀 有 な 革 命,ロ シ ア 革 命?七 年 先 ん じ て 起 こ っ た 革 命,そ の メ キ シ コ 革 命
が 他 の イ ス パ ノ ア メ リ カ諸 国 に ど こ ま で 影 響 を 与 え た か は 疑 問 で あ る に して
も,少 く と もそ れ が 現 代 の メ キ シ コY'と っ て の 原 点 と な る も の で あ り,き わ
め て 重 大 な 意 味 を 備xて い る こ と は 疑 い 得 な い 。 ま た,文 学 に お い て も,こ
の 革 命 か ら 新 し く革 命 小 説 と呼 ば れ る ジ ャ ン ル が 誕 生 し て い る 。 一 方,旧 大
陸 で は1914年 に 第 一 次 世 界 大 戦 が お こ り,ラ テ ン ・ア メ リ カ の 人 た ち が 理 想
と も仰 い で い た ヨ ー ロ ッパ が 血Y'ま み れ た 戦 場 と 化 す 。 こ の 戦 争 が ラ テ ン ・
ア メ リ カ に 与 え た 衝 撃 と 失 望 感 は 大 き な も の で あ っ た が,そ れ に つ い て ジ ー
ン ・フ ラ ン コJean Francoは こ う述 べ て い る。
 "Pero hacia 19181a creencia en la superioridad de los sistemas cultura-es
ysociales de Europa se hab僘 desvanecido. El espect當ulo que ofrec僘n las
grandes potencias al dedicar los recursos de la ciencia y la industria a una
labor de exterminio resultaba escarnecedor a todos los latinoamericanos para
quienes Europa hab僘 significado la c俍pide de los valores humanos(...)
despu駸 de 1918, el fracaso de Europa como ideal los llev?a los intelectuales
                                (7)
latinoamericanos)ala b俍queda de una Utop僘 en el Hemisferio americano."
(し か し,1918年 頃Y'な る と,ヨ ー ロ ッ パ の 文 化 ・社 会 体 系 が よ りす ぐれ た
も の で あ る と い う信 念 は 崩 れ 去 っ た 。 列 強 が 科 学 ・産 業 資 源 を 駆 使 して,た
が い に 殺 識 を 行 な っ て い る 光 景 は,ラ テ ン ・ア メ リ カ の 人hY'目 に 馬 鹿 げ た
も の と して 映 っ た 。 が,か つ て の ヨmッ パ は,ラ テ ン ・ア メ リ カ の 人 々に
と っ て,最 高 の 人 間 的 価 値 を 表 わ し て い た の だ(… …)1918年 以 後,理 想 と
し て あ っ た ヨmッ パ が 失 墜 す る こ と に よ っ て,ラ テ ン ・ア メ リ カ の 知 識 人
(7)Jean Franco:La cultura moderna en America latina, P・79. trad. por Sergio Pitol. M騙i◎o.
 Edit. Joaqu/n Mortiz,1971.
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はアメリカ大陸の中Y'_一 トピアを捜 し求めるようになった。)
 この大戦でヨmッ パが血みどろの戦場と化 したのを見て,ラ テン・アメ
リカの人たちがそれを馬鹿げたことと考え,嘲 笑 しかおぼえなかったか どう
か,そ れは定かでない。 しか し,か つてラテン・アメリカの人たちは,ヨ ー
ロッパを賛仰の的として畏敬の念をもって仰ぎ見ていた。が,こ の大 Y'よ
ってその眼差 しに深い悲 しみと不信の影が射した ことは否定できないだろ う。
続いて,1917年 に ロシア革命が起こるが,こ れはラテ ン・アメリカの知識人,
ことに前衛派の詩人たちに深い思想的影響を与える。一方,第 一次大戦後,
旧大陸では,フ ランスを中心に して既成の価値観を否定する新 しい前衛芸術
運動が誕生する。それが,既 成の芸術理論をすべて否定するダダイズであり,




戦の傷跡 も xき らぬ うちV',旧 大陸はスペイン市民戦争,つ づいて第二次
世界大戦とふたたび殺数と動乱の最中に巻きこまれてゆ く。
 1936年 に始まるスペイ ン市民戦争は,同 胞祖食む悲惨な戦いであったが,
この戦いに よってイスパノアメリカは思いがけない知的刺激を受けることに
なった。つま り,こ の内乱でスペインの知性を代表するす ぐれた知識人,学
者,文 学者が言葉を同じくす るイスパノアメリカの諸国に亡命したのだ。彼
らスペイン人亡命者は,主 としてメキシコ,ア ルゼンチ ン(中 にはアメリカ
合衆国に亡命 した老もいるが)V' を避け,そ の地で精力的に活動する。イ




ヨーロッパは,か くして血み どろの戦場と化す。これは,大 西洋のかなたに
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い るラテ ン ・ア メリカの人たちに とって決定的 な ことであ った。た とえてみ
れぽ,理 想の女神 ヨー ロッパの像が第一次大戦 で大 き く揺 らぎは じめ,そ の
あ と第二 次大 戦に よってその像が どっとばか りY'倒 壊 した とで も言 え よ うか 。
加えて,こ の第二次大戦で ヨmッ パ の知的活動 は跡絶え,さ らに ラテ ン ・
アメ リカの知 識人がそ こか ら多 くのものを学び取 っていた 旧大陸か らの書籍
や雑誌 の輸 入が止 まって しまった。 このよ うな事情か ら,ラ テ ン ・ア メ リカ
の人た ちは自力で自分たちの文化 を創 り出 してゆか なければいけ ない と気づ
くことY'な る。エ ミール ・ロ ドリ_yス ・モ ネガルEmir Rodr刕uez Monegal
は,ス ペイ ン市民戦争でスペイ ンのす ぐれた知識人 が数多 くイ スパ ノア メ リ
カV'亡 命 してきた こと,第 二 次大戦 で ヨー ロッパ との交通が跡絶 えた こと,
このふた つの ことがイスパ ノア メリカの知性に また とない刺激を与 え,書 籍
雑誌の出版社,文 化協会,図 書館,博 物館 な どの創 設 とい った文化的活 動を
                                Ca>
活発Y'さ せ,さ らY',本 職の作家 を生み出す機縁 ともな った と述べてい る。
とまれ,第 一 次大戦に よって ヨmッ パに失望 した ラテ ン ・ア メ リカ諸 国は,
「ア メリカ大陸の中にユー トピアを捜 し求め る」 よ うにな った と,ジ ー ン ・
フランコは書いてい るが,こ れは ラテ ン ・アメ リカの人 たちが 自分たち の住
む新大陸 に 目を向けは じめた ことを意味す る。一度大 き く揺 らいだ女神 ヨー
ロヅパ の繰は,第 二 次大戦 で完全に崩壊 し,も はや理 想の女神 とい う面影 を
止 どめなか った。そ うした ところか ら,ラ テ ン ・ア メ リカが 自 らの理想 を旧
大陸 の中に見 い出す ことを諦 め,自 らの うちにユ ー トピアを見い出そ うとし,
また 自らのアイデ ンテ ィテ ィを問い返す よ うに なった のは 自然の成行 きであ
る。 しか し,だ か らといって,ヨ ー ロッパ文化が ラテ ン ・ア メ リカの人た ち
Y'と って 全 く無意味な ものY'成 り下 ったわけでは ない。伝 統の重みを欠 くラ
テ ン ・ア メ リカは,長 い伝統V'支 え られたす ぐれ て高度 な ヨー ロ ッパ文化か
ら今なお 多 くのものを学び取 ってい る。ただ,か っては崇拝 の対象 としてひ
たす らヨー ロッパ文化を受け入れ,そ れに追随 していたのが,第 一次,第 二
(8)Emir Rodr刕uez Monegal:Narradores de GSf8 Am駻ica, P・13, Urguay, Edit・Alfa,1969。
               (98)
次 の大戦 を経 て,ラ テ ン ・ア メリカはむ しろ能動的に同化吸収 してゆ くよう
にな る。つ ま り,こ うした 歴史的事件 とい う外的要因や,自 らのアイデ ンテ
ィテ ィを求め よ うとす る内的要請を通 して,ラ テ ン ・ア メ リカは成年 に達 し
てい ったのだ。
 ここでひ るがxっ て,1910年 代か ら40年 代にかけ ての イスパ ノアメ リカの
小 説に 目をむけ てみ ることに しよ う。 その場合,ま ず最 初に メキ シコ革命小
説 を取 りあげ な くてはな らないだ ろ う。 革命後 メキ シコに登場 した一群 の小
説 家の中で最 も代表 的な作家 といえ ぽ,マ リア ー ノ ・ア ス ェ ラ Mariano
Azuelaと マルテ ィン ・ルイス ・グスマ ンMart匤 Luis Guzm疣が い る。 と
くに,ア スエ ラの代 表作 『虐げ られ し人 々』Los de abajo(1916年)は 革命
小説 中の傑作 と言われ てい る。 これ はデ メ トゥリオ ・マシ ー ア スDemetrio
Maciasと い う神話的性格 を備えた一人物に,革 命 の暴力的 で,虚 しく不毛
な一面 を集約 させ,そ れ を レア リステ ックな手法で見事 に結 晶させた作品で
                            (s)あ
る。 ア ン ドレス ・アモ 戸スAndr駸 Amordsの 評言を借 りれば,こ の作品
は時に く 自然主義的 〉であ りなが らも,〈 叙事詩的〉性格 とく拝情詩的》性
格 をふたつ なが らY'か ね 備えたく偉大 な詩 〉になってい る。 アスエ ラは また
都会 小説を書いた り,小 説論を著わ してお り,そ の意味 で もメキ シコ小説に
新生面 を切 り開 いた作家 といえ るが,そ の遣産はア ウグステ ィン ・ヤニエス
August匤 Y碵ezや フ ァン 。ルルフ ォ Juan Rulfo.カ ル ロ ス ・フ ェ ン テ ス
Carlos Fuentesと い った 現代作家に まで受け継がれ てい る。
 また,20年 代Y'入 る と,イ スパノアメ リカの熱帯 のジ ャγグルを舞 台に し
た特異 な作 品が登場 し,注 目を集 める。ホセ ・エ ウスタシオ ・ リベ ラJos?
Eustasio Riveraの 『大 渦』La vor疊ine(1924年)と ロムロ ・ガ リエー ゴス
R?ulo Gallegosの 『ドーニ ャ ・バルバ ラ』Do? B疵bara(1929年)が そ
の代表的 な作品であ る。そ こでは,神 秘的な,超 越的な大 自然 と人間 との壮
絶 な戦い と交感 が語 られてい るが,こ れ らの作品は特異 な素 材 と文体 の力に
(g) Andr駸 Amor?:Introducci? a la novela hispanoamericana actual, p.4344. Madrid,
 Edia. Anaya, 1971.
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よってイスパ ノア メリカの小説に新 しい可能性 を開いた。 ア レッホ ・カルペ
ンテ ィテルAlejo Carpentierや ガ ブリェル ・ガル シーア ・マルケスGabriel
Garc僘 M疵quezと いった現代作家の中V'そ の後継者 を見 い出す ことは不可
能ではないo
 一方 また,ア ル シーデス ・アル ゲー ダスAlcides Arguedasか らシm・ ア
レグ リーアCiro Alegriaに いたるイ ンデ ィイニスモ文学 もこの時期 に登場
す る。イ ンデ ィオを虐げ抑圧す る白人を告発 し,イ ンデ ィオの権利復権を う
た うこの精神は,マ リオ ・バル ガス ・リョーサMorio Vargas Llosa,ホ セ.
マ リーア ・アル ゲダスJos餉aria Arguedasな どに受け継がれ てい る。
 また,ヨmッ パか らの移民が多いボエ ノス ・アイ レスはも ともとコスモ
ポ リタン的性格を備xて いたが,そ こを中心 とす るラ ・プ ラタ河流域 は一種
特異な文学風土を備えてい る。そ こでは,今 世 紀の初めか ら幻 想文学の伝統
があ り,そ の風土のも とで オラシオ ・キmガHoracio QuirogaやRベ ル ト
・アルル トRoberto Arltと いった作家が現われ る。 この根強 い幻想文学の
伝統は,ボ ルヘス,ア ドル フオ ・ビオイ ・カサー レスAdolfo Bioy Casares,
コルタサ ル,エ ルネス ト・サバ トEmesto S畸atoと いった作家の うちに も
脈 々と生 きづけている。 また,ホ セ ・エルナ ンデ スJos飃en疣dezの 『マ
ルテ ィン ・フ ィェ ロ』Martin Fierro(1872年)に 代表 され るガ ウチ ョ文学 の
流れを汲みなが ら,近 代小説 と しての性格 も備えた リカル ド ・グ ゥイ ラルデ
スRicardo G?raldesの 名作 『ドン ・セ グン ド ・ソンブラ』Don Segundo
Sombra(1926年)も,この時期の収 穫 として見落 とす こ とはで きない。
 以上Y'の ぺてきた,メ キ シコ革命か ら第二 次世界大戦に到 るまでのイ スパ
ノアメ リカの小説の特徴は,大 まかY'言 って,十 九世紀 レア リズムの延長 で
あ るか,ロ マン主義の流れを汲むか,あ るいはその両者の融合 した もの と見
な して よいだろ う そ こにはまた,社 会意識 の萌芽,ヨ ー ロッパ文 明への訣
別 とイスパ ノアメ リカの 自然の発見 といった要 素が絡みあ って はい るが。
 そ して,1940年 代に入 る とJ・L.ボ ルヘ ス,ミ ゲル ・ア ンヘル ・アス トゥ
               (ioo)
リアスMiguel Angel Asturias, A.カ ルペ ンテ ィエル とい った作家が登場す
るが,こ の時期を もってイスパノアメ リカの新 しい小説が始 まる とす るのが
一応 文学史上の常識 となってい る。以下,作 品を記 してみ ると,ボ ルヘ スは
『物 語集』Ficcionesを1944年 に,『 ア レフ』El Alephを1949年 に出版 し,ア
                 ロ
ス ト ゥ リア ス は 『大 統 領 閣 下 』El Se?r Presidenteを1946年Y',カル ペ ソテ
ィ エ ル は 『この 世 界 の 王 国 』El reino de este mundoを1949年V'それ ぞ れ 発
表 して い る 。 ア ス ト ゥ リ ア ス,カ ル ペ ン テ ィエ ル は と も に ヨ ー ロ ッパ 文 学 に
造 詣 が 深 い が,そ れ に も か か わ らず,イ ス パ ノ ア メ リ カ の 土 着 的 な,魔 術 的
な 世 界 を そ れ ぞ れ に 個 性 的 な 文 体 を 駆 使 し て ま ざ ま ざ と浮 か び 上 が らせ,普
遍 性 を そ な え た 世 界v'ま で 高 め て い る。 一 方,ボ ル ヘ ス は,コ ス モ ポ リ タ ン
的 な 都 会 ボ エ ノ ス ・ア イ レ ス で 育 ち,若 く し て ヨmッ パ に 移 り,そ こ で の
生 活 も 長 く,ヨmッ パ 文 学,こ と に 英 文 学 に つ い て の 造 詣 が 深 い た め,彼
の 作 品 も 読 み 方 に よ っ て は ヨ ー ロ ッパ 文 学 的 な 性 格 が き わ め て 強 い よ うに 思
わ れ るoし か し,カ ル ロ ス ・フ ェ ン テ ス は ボ ル ヘ ス に つ い て こ う述 べ て い る。
 "Quien conoce Buenos Aires sabe que el m疽 fant疽tico vuelo de Borges
ha nacido de un patio, de un zagu疣 o de una esquina de la capital
porte?. Pero quien conoce Buenos Aires tambi駭 sabe que acaso ninguna
otra ciudad del mundo grita con m疽 fuerza:"!Verbal坥ame 1"...Buenos
Aires necesita nombrarse a s匇isma para saber que existe, para inventarse
                  (10)
un pasado, para imaginarse un porvenir_(ブ エ ノ ス ・ア イ レス を 知 っ て い
る 人 は,ボ ル ヘ ス の こ の 上 も な く幻 想 的 な 飛 翔 が 首 都 ブ エ ノ ス ・ア イ レス の
あ る 中 庭 か,玄 関 か,町 角 か ら生 ま れ 出 た も の だ と い う こ と を 知 っ て い る。
ブ エ ノ ス ・ア イ レ ス を 知 っ て い る 人 は また,お そ ら く世 界 中 の ど の 都 会 も あ
の 町 ほ ど大 き な 声 で 『自 分 を 言 葉 に 表 わ し て くれ!』 と 叫 び 立 て た りは しな
い こ と を 知 っ て い る … … ブ エ ノ ス ・ア イ レス は,自 分 が こ の 地 上 に 存 在 して
い る こ と を 知 る た めY',過 去 を 作 り出 す た め に,未 来 を 夢 想 す る め た に 自 分
 (10) Carlos Fuentes:La nueva novela hispanoamericana, P・25。 M騙ico, Edit. Joaqu匤 Mo曲,
 isss.
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を名づけなけれぽ ならないのだ……)
 つ ま り,ボ ルヘスは途方 もない博識を駆使 して,時 空を 自由に飛びか いな
が ら,謎 にみちた迷宮を作 り上げてゆ くが,そ れ はすべ てブエ ノス ・アイ レ
スか ら生 まれ 出て,プ エ ノス ・アイ レスに回帰す る ものなのだ。言いか えれ
ぽ,ブ エ ノス ・アイ レス とはそ こに宇宙空間 をす っぽ りお さめてい る小 さな
球 体ア レフ,つ ま りひ とつ の限 られた空 間であ ると同時 に,遍 在す る無限 の
空間でもあ るのだ。 そこには,ブ エ ノス ・ア イ レスの荷 なわ されたひ とつ の
宿 命,ヨmッ パであって ヨmッ パでない都会 とい う逆 説的 な宿 命の象徴
が こめ られてい る。 ボルヘ スの魔法 の手に よって,ブ エ ノス ・アイ レスは遍
在 する土地 となった,つ ま り普遍性を獲得 した。 ボルヘ スの作 品につ いて語
る時に ブエ ノス ・アイ レスを全 く無視 して も よい とい うことが,そ の ことを
最 もよ く語 ってい るだろ う。 このよ うに見てゆけ ば,ア ス トゥリアスや カル
ペ ンテ ィエルが土着的,魔 術的な世界にのめ りこむ ことに よって,そ こか ら
普遍へ と通 じてゆ く世界を築 き上げた よ うYy,方 法 こそ違 え,ボ ルヘ スは 目
眩め く幻 想 と言語の力を借 りて ブエ ノス ・ア イ レスを遍在 す る土地Y',普 遍
的 な世界 に変 えたのだ。1940年 代Y'登 場 した これ らの作家 に よって,イ スパ
ノアメ リカは 独自の小説空間 と言語を獲得 し,小 説に新 しい地 平 と可能 性を
切 り開 くことになった。
 しか し,一 方では,上 記の三 人の作家 をむ しろ先駆 的 な作家 とみ な し,イ
スパ ノア メ リカの新 しい小説の出発点を50年 代 とす る見方 もあ る。そ の立場
に立 ってい るのが,カ ル ロス ・フェンテ スや プ リオ9オ ルテ ガJulio Ortega
で,ア ン ドレス ・アモ ロスの立場 も彼 らに近い といえ る。 フェ ンテスに よれ
ぽ,フ ァン ・ルルフ ォの 『ペ ドロ ・パ ラモ』Pedro P疵amo(1955年)は,我
hを イスパ ノアメリカの新 しい小説へ と導いてゆ く糸 とな る作品であ るばか
りか,世 界的 な小説の危機か ら生 じてい るさまざまな 問題 とイ スパ ノア メ リ
                          (11)
カの新 しい小 説との関連 を示す作品で もあ るとの ことであ る。 考えてみれぽ,
(11) Carlos Fueates:op. cit., p.1617.
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フ ランスではサ ル トルが 『自由へ の道』を49年 迄書 き続 けなが らも行 き詰 ま
り,カ ミ3は45年 の 『ペス ト』以後小説 よ りもむ しろ戯 曲やエ ッセイに精 力
を傾け てお り,一 時 は熱 狂的な歓迎を受けた実存主義小説 も座礁 したか にみ
え,し か もまだ新 しい小 説は生まれていなか った。53年 に なって,や っ とR
ブ=グ リエの 『消 しゴム』 が現われ,ヌ ーヴ ォー ・ロマ ン,あ るいはア ンチ
・ロマ ンへの道が開 けは じめ る。他方,ア メ リカ合衆国 の文学 も,イ スパ ノ
ア メ リカの作家Y'多 大 の影響を与えた フ ォークナ,ヘ ミングウェイ,ド ス ・
パ ソス とい った ロス ト ・ジェネ レイシ ョンの作家たち以後 は逼塞 し,「1940年,
                                (iz)
ア メ リカの文壇 では 『小 説は死んだ』 とい う一点で意見 の一致がみ られた」
とい うほ どであ り,50年 前後にや っと蘇生 の兆をみせ る。
 こ うした事情 と突 き合わせてみれぽ,55年 の 『ペ ドロ ・パ ラモ』をイスパ
ノア メ リカの新 しい小説の 出発点 とす る見方 も中 々に意 味深い。 さらにまた,
ボルヘ スの作 品は短 編であ ることか らひとまずお くとして,ア ス トゥリアス,
カルペ ンテ ィエルの小説は,起 承転結 のは っき りした伝統的 な物語小説 と し
ての性格 を備えてい るが,ル ルフ ォの 『ペ ドロ ・パ ラモ』 は物語的性格を備
えなが らも,死 者の語 りとい う特異な形式 をもってお り,現 実 と非現実の境
が定か でな く,文 体 もきわめ て 口語的であ る点 でひとつ の境界を引 くことが
で きる。
 一方,ブ リオ ・オルテ ガは新 しい小説の出発点 はこれ これであると して,
あ る年代 な り作品を具体的 に挙げてはいない。 しか し,彼 の評論集 『瞑想 と
祝祭 。現代 ラテ ンア メ リカ文学に関す るノー ト』La contemplaci? y la fiesta・
Notas sobre la narrativa latinoamericana actual(1969年)の 序論では,現 代
ラテ ン ・ア メ リカ文学 の特 徴を記 してい るので,以 下簡単Y'要 約 してみ る。
オルテガの言 うところでは,ラ テ ン ・アメ リカの新 しい小説は,現 実 を素朴
に信頼す る レア リズムを棄て,新 たな小説を創出 しよ うと してい る。そのた
めY',言 語 と現実の関わ りに強い関心を示 し,そ れ 自体がひ とつの自己充足
(12) ピェール ・ドソメルグ:『今日のアメリカ作家たち』寺門泰彦訳,p.9・ 白水社,1966
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的 な全体を形作る ような世界を言語に よって作 りあげ よ うとして,小 説の方
法論を鋭 く問い返 している,と の ことである。 また,前 述 の評論集 では,序
論に続いて一番最初 にルルフ ォの 『ペ ドR・ パ ラモ』を取 りあげてい る。以
上 の ことか らして,オ ルテガはフェンテス とほぼ同 じ立場 を取ってい ると見
て差 しつかTxな いだ ろ う。 また,オ ルテガは,あ の評論集 の結語 に先立つ最
終章でボルヘスを取 りあげ,``Borges no es el fundador de un estilo sino de
       (13)
un acto literario."(ボ ノレヘスは文学上の一 スタイル の創 始者ではな く,文 学
的行為の創始者なのだ。) とのべてい るが,こ の考 え方 もや は りフェ ンテス
と軌を一に している。
 要す るに,イ スパ ノア メリカの新 しい小説は どこか ら始 まった のか とい う
問題 は大別すれば上に記 したふたつ,つ ま り40年 代 とす るか50年 代 とす るか
とい う点Y'絞 られて くるだろ う。40年 代を取 る場合は,メ キ シコ革命をひ と
つ の起点 と し,第 一次世界大戦か ら第二 次世界大戦Y'い た る過程 でイスパ ノ
ア メリカの ヨmッ パ観が変化 し,イ スパ ノア メ リカの知識 人は 自らのア イ
デ ンテ ィテ ィを自らの うちに 求め るよ うにな った点に視点 を据え,そ こか ら
40年 代 の代表的作家ボルヘス,ア ス トゥリアス,カ ルペ ンテ ィエルに新 しい
小説 の出発点 を見 ようとす る。一方,そ れ に反 して,50年 代 に出発点があ る
とす る立場 は,世 界文学,こ とに小説の危機に視線が むけ られてお り,い か
に して小説 の危機が克服 され てきたが問題にな ってい る。 その ことか ら,当
然,小 説 の方法論,言 語V'革 新を もた ら した作品に 目が むけ られ る。後者 の
立場 をとって いるフェンテス,オ ルテガ,ア モRス は,ボ ルヘスを新 しい小
説の先駆的作家 と見なす点で一致 してい る。 しか し,ア ス トゥリア スY'つ い
ては,フ ェンテス,ア モ ロスは先駆的作家 とみ な して いるが,オ ル テガは除
外 している。 カルペ ンテ ィエルについては,フ ェ ンテス,ア モ ロスが新 しい
作家 の中Y'含 めてい る(カ ルペ ンテ ィエルが作品を発表 したのは比較的遅 く,
また一般 に知 られ るよ うになった のも遅か った)の に反 して,オ ル テガはや
(13) Julio Ortega:La conte皿placi6n y la fiesta. Notas sobre la narrativa latinoamericana actua1,
 p.231.Caracas, Monte Avila Edit.,1969.
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は りカルペ ンテ ィエ ルも除 いてい る。
 とまれ,イ スパ ノア メリカの新 しい小説の出発点 をいずれに決めるか とい
う問題 が残 され てい るわけだが,筆 者 としては ロドリーゲス ・モ ネガルV'従
って,1940年 代に登場 した 作家 とそれ 以前の作家には大 きな断絶があ り,従
って40年 代を イスパ ノア メ リカの新 しい小説の出発 点とす る見方を取 りたい。
つ ま り,1910年 代か ら30年 代迄の作家 には,十 九世紀の文芸思潮であ るρマ
ン主義や レア リズムがなん らかの形で生 き残 ってい ると考え られ ること,ま
た 第二 次世界大戦が ひ とつの大 きな区切 りとなっている と考 えられ るか らで
あ る。 また,ボ ルヘス,ア ス トゥリアス,カ ルペ ンテ ィエルは,い ずれ もヨ
mッ パの前衛 主義運動 の洗礼を受けてお り,さ らには ヨー ロッパ文化を深
く吸収 しなが らも,そ れ を逆 手に取 ってイスパ ノア メリカ的 な世界を創出 し
て い るが,こ の二点は新 しい小説の作家たちに も共通す ることなのだ。
 ここで ロ ドリーゲス ・モネ ガルの言葉 にも う少 し耳を傾けれ ば,彼 はイス
パ ノア メリカの新 しい小説家を四つの グループ,も しくは世代に分 ってい る。
そ の分つ時 の基 準に作者の生年をあてているが,彼 自身 この分ち方は オルテ
ガ ・イ ・ガセ ッ トOrtega y Gassetや フ リア ン ・マ リアスJuli疣 Mar僘sの
言 うと ころの厳 密な世代概念 とは多少ずれ るので,一 応 世代 とい う言葉を用
い るに して も,正 しくは グループ とい うことに なろ うと断わ っている。
              (14)
 ロ ド リ ー ゲ ス ・モ ネ ガ ル の 分 類 に 従 っ て 以 下Y'四 世 代,も し くは グ ル ー プ
を 記 し て み る が,い た ず ら`y 雑 に な る の を 避 け る た め,筆 者 の 判 断 で 適 宜
作 者 の 名 を 省 略 さ せ て も ら う こ と に す る。
 第 一 世 代 。J.L.ボ ル ヘ ス, A.カ ル ペ ンテ ィ エ ル, M. A.ア ス ト ゥ リア
ス,レ オ ポ ル ド ・マ レチ ャ ルLeopoldo Marechal
 第 二 世 代 。 フ ァ ン ・カ ル ロ ス ・オ ネ ッテ ィJuan Carlos Onetti, E.サ バ ト,
ホ セ ・ レサ マ ・ リ Jos?.ezama Lima, J.コ ル タ サ ル, J.ル ル フ ォ(こ の
世 代 の 特 徴 は,前 の 世 代 か ら 大 き な 影 響 を 受 け な が ら も,プ ル ー ス ト,ジ ョ
(14)Emir Rodr刕uez Monegal:op. cit., P・20～p。36。
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イス,フ ォー クナー,ム ジールといった外 国の作家か らも多 くの ことを学び
取ってい る点であ る。 また,こ の世代 は在来 の小説 形式や言語V'対 して否定
的な態度を とってお り,新 しい小説形 式や言語 を創出 しよ うと してい る。)
 第三世 代。 マルテ ィネス ・モ レーノMart匤ez Mareno,ア ゥ グス ト・ロァ
。パス トスAugusto Roa Bastos,ホ セ ・ドノー ソJos颯onoso, C.フ ェ ンテ
ス,G。 ガルシーア ・マル ケス,ギ リェルモ ・カ ブ レラ ・イ ンフ ァンテGui-
11ermo cabrera Infante,ホ セ ・マ リーマ ・アル ゲ～ダスJos餉ar僘 Argue・
das, M.パ ルガス ・リョーサ(こ の世 代は第二世 代の中に含め て もよいほ ど
年代的に接近 してお り,そ の大方 の特徴 も第二世代 とほぼ等 しい。 つま り,
小説の結構 はいかにあ るべ きか をつ よ く意識 してお り,ま た小説 の基 本的な
素材 としての言語Y'も 鋭い感受性 を示 して いる。)
 第 四世 代。一番若い世代で,作 家の数 も多いが,ロ ドリーゲス ・モネガル
はその中か ら四人を選び出 してい る。 マ ヌエル ・プ ィManuel Puig,ネ ス ト
ール ・サ ンチェスN駸tor S疣chez,グ スターボ ・サイ ンスGustavo S疂nz,
セベm・ サル ドゥイSevero Saxduy(彼 らは,小 説の根本的な構造 は,外
面的な結 構やテーマや神話にあるのではな く,小 説の最 も基本的 な素材であ
る言語 の うちにあ るとい う考 え方 を抱 いて いる。)
 以上,ロ ドリーゲス ・モネガルに従 ってか な り目の粗い もの ではあ るが,
40年 代 以降の小説家を四つの世代に分 ってみた。 この表か らは,E.マ リェ
ア,M.ベ ネデ ッテ ィ,J.エ ドワーズ, E.カ パ リェロ ・カルデ ロ ン, V.レ
ニェーロ,J.J.ア レオー ラ,」.ガ ルシーア ・ポ ンセ, S.エ リソン ド, M.
トラ_ ,A.プ ライ ス ・エチ ェニーケとい った重要 な作 家が 漏れてい るが,
こうした 方法ではそれ も仕方 のない ことだ ろ う。
 ここで,以 上に列挙 してきた数多 くの作家た ちに 共通す る特徴 を挙げ よ う
として も,そ れは無理だろ う。 コンテにな らって 「ボルヘ スの物 語 とカル ロ
ス ・フェ ンテスの物語の間にはいった い どの ようなつなが りが あ るのだろ う
か」 とい う先の質問を くり返 す以外に手 はない。 しか し,こ こで フラ ンスの
               (106)
新 しい 小 説 ヌ ー ヴ ォ ー ・ ロ マ ン と イ ス パ ノ ア メ リカ の 新 しい 小 説 を 比 較 して
み て,そ の 相 違 点 に 注 意 し て み れ ば,な に ご とか 明 らか に な るか も 知 れ な い 。
そ こ で 思 い 浮 か ぶ の は,フ ラ ン ス の ヌ ー ヴ ォ ー ・Rマ ン と ラ テ ン ア メ リ カ の
新 しい 小 説 を 年 代 を 追 い つ つ 比 較 した レ オ ・ポ ー ル マ ン の 浩 潮 な 研 究 書 の 一
節 で あ る 。 彼 はr百 年 の 孤 独 』 を 取 りあ げ こ う述 べ て い る 。
 "Este lugar se ha convertido, gracias a Garc僘 M疵quez, en el fanal de
la renovaci? de la novela sudamericana, renovaci? que pretende nada
menos que demostrar]a"esterilidad del Nouveau Roman"por medio de
hechos. Carlos Fuentes y Vargas L'.osa son, junto con Garc僘 M疵quez,
                  (15)
10s portavoces de este ambicioso grupo."(こ の 土 地 〔マ コ ン ドMacondo〕
は,ガ ル シ ー ア ・マ ル ケ ス の お か げ で,南 米 の 小 説 の 革 新 を 示 す 標 識 灯 と な
っ た が,小 説 の こ の よ う な 革 新 は,事 実 を 通 して,<ヌ ー ヴ ォ ー ・ ロ マ ンの
不 毛 さ 〉 を 証 明 し よ う と す る も の に 他 な らな い 。 カ ル ロ ス ・フ ェ ンテ ス と バ
ル ガ ス ・ リ ョ ー サ は,ガ ル シ ー ア ・マ ル ケ ス と と も に,こ の 野 心 的 な グ ル ー
プ の 旗 手 と な っ て い る 。)
 ポ ー ル マ ン は こ こで ヌ ー ヴ ォー ・ ロマ ン を 痛 烈 に 批 判 して い る が,そ の 問
題 は 暫 く置 く こ と に す る 。 こ こ に 言 うマ コ ン ド とは,周 知 の よ うに,ガ ル シ
ー ア ・マ ル ケ ス の 傑 作 『百 年 の 孤 独 』 の 舞 台 と な る 仮 空 の 土 地 で あ る 。 こ の
小 説 は,は る か 昔 の 騎 士 道 物 語 や ド ン ・キ ホ ～ テ,あ る い は ガ ル ガ ン チ ュ ア
と パ ン タ グ リxエ ル と い っ た 真 正 の 物 語 小 説 直 系 の 作 品 で あ り,現 代 で は 稀
有 な 物 語 小 説 の 傑 作 で あ る 。 現 実 と 非 現 実 が 混 然 一 体 と な っ て 完 全 な 小 宇 宙
を 形 成 して い る こ の 作 品 は,神 話 的 ・象 徴 的 性 格 を 備xて お り,イ ス パ ノ ア
メ リ カ の 創 世 記 と さ え 呼 べ よ う。 マ コ ン ドに お い て は あ り と あ らゆ る こ と が
起 り う る,も し こ う い う 言 い 方 を 認 め る と す れ ぽ,そ れ は こ の 小 説 が ま ぎれ
も な い ひ と つ の 自 己 充 足 的 な 宇 宙 を 形 成 して い る と認 め る こ とに 他 な ら な い
し,そ れ は ま た そ の 人 が ま さ し くマ コ ン ド百 年 の 歴 史 を ブ エ ンデ ィー ア ス 家
(15) Leo Pollmann:La"Nueva Novela"en Francia y en Iberoam駻ica, trad. por Julio Linares,
 p.103.Madrid, Edit. Gredos,1971.
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の人たち とともに生きたことを意味する。辻邦生がr小 説への序章』で鋭意
専心,論 理を尽 して語っている真の物語小説がマコンドに甦った といえよう。
ポールマンの挙げた三人の作家ばか りでなく,カ ルペ ンテ ィエルか ら新進気
鋭のS.エ リソンドに到るまでの数多 くのイスパノアメリカの新 しい小説家
たちを通 じて言xる ことは,小 説の中で形而上的な問題を扱 うにせ よ,前 衛
的 ・実験的手法を試みるにせ よ,そ こには必ず といっていいほど物語的性格
があるということではあるまいか。そ しておそ らくは,ヌ ーヴォー ・目マン
のようY'否定すべき文学遺産がそれほど多 くな く,従 って方法論 もそこまで
徹底 していないところか ら,そ うした特徴が生 じてきているのだろう。
 ヌーヴォー ・ロマンの否定がどの程度のものであるかは,次 の引用か らも
伺えるとお りである。
『さて,ロ ブニグリェが拒否するのは,ま さV'これまで小説の構造にとって
本質と考え られてきた要素である。すなわち,彼 によれば,小 説家はまず自
分の作品か ら,逸 話とか,物 語とか,説 話 といった,つ ま り伝統的な小説を
成立させていたものを販 り除かなければならない。小説は物語を語 るべ きで
はない,と 彼は言 う。 したがって,小 説にはいかなる 「作中人物」 も含まれ
てはならない。という意味は,そ こに登場する人間存在が主役 としては扱わ
れない,と い うことである。小説においてこのような人間存在の客体化を達
成するには,心 理も拒否 しなけれぽならない。 こうしたわけで,小 説の構成
要素は以後,二 つの順序 となる。まずは じめに,広 い意味での対象物がある。
人間をはじめ一切が,語 る主体Y'と って対象物であ り,し かも人間はものと
同じ資婚である。そして次に,小 説そのものがある。小説はもはや,一 人な
いし数人の人物がたどる物語ではない。それ らは作られる小説 自体の冒険で
ある。つま り,作 者にとっては書かれる小説の冒険が,読 者v'と っては読ま
れる小説のそれが,小 説なのである。こうした さまざまな禁止の結果,小 説
芸術は視線の芸術,す なわち私が見るものの綿密な,し か し限定された記述
(16)辻 邦生r小説への序章』河出書房新社,1968年
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となろ う。
 ロブニグ リェが唱え るこ うい う絶対的で厳格 な規則は,し か しヌヴォー ・
ロマ ンの流派V'属 す る と思おれ る作品の全部Y',そ のままあ てはまるわけで
は ない。 けれ どもこれ らの作品は,彼 が表現 した傾 向の本質 を 内 包 して い
(17)
る。』
 この長 い引用Y'よ って,ヌ ー ヴォー ・R?ン の基本的 な性格は うかがえ る。
ここか らのイスパ ノア メリカの新 しい小説 との比較を試み るつ も りでい るが,
それ は次稿にゆず るこ とY'す る。              (未了)
(17) J.ブ ロックーミシエル 『ヌヴォー・F7ソ 論』島利雄・松崎芳隆訳,11～12頁 。紀伊国
 屋書店,1966年
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